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駅前広場における景観の多様性とその評価に関する研究
相対的評価方法の提案

DIVERSITY AND FAVORABILITY OF TOWNSCAPES IN STATION PLAZAS
A proposal for a method of the relative evaluation

構 造 一 郎＊，環 境 二 郎＊＊，計 画 三 郎＊＊＊

Ichiro KOUZOU, Jirou KANKYO and Saburou KEIKAKU

 Diversity and favorability of townscapes in station plazas were analysed on following 3 aspects.
1． Relations between evaluation and physical elements composed by means of repertory grid method were analyzed, and 

physical elements were classified into ; favorable elements, unfavorable elements, fuzzy elements.
2． By using SD method with 40 couples of adjectives and factor analysis, 2 independent axes of “favorability” and 
“diversity” were shown. 

Upon 2 dimensional plane, 4 areas were translated as meanings of ;“fascinatingness”, “orderlyness”, “disorderly-
ness”, “boringness”.

3． Indivisual pictures by single-view-point, composed pictures by 4-view-points, and their relations were located upon 2 
dimensional plane of ;“favorable-unfavorable”, “diverse-monotonous”.

Keywords : Diversity, Favorability, Single-view-point townscape, 4-view-points townscape, Station plaza, 
　　　　　Repertory grid method
　　　　　多様性，好ましさ，単一視点景観，４視点景観，駅前広場，レパートリー，グリッド法

１．はじめに

日本の大都市，特に首都圏での通勤鉄道網の発達はめざましく，
通勤鉄道網上の駅は，市民の日常生活と密接に結びついている。こ
の様な状況の中で，駅は，通勤，通学，買い物，遊び，といった日
常生活の機能的中心であり，同時に，分節化された無数の生活圏を
イメージする際の中心となっている。
前編の「駅舎および周辺街並の知覚構造に関する研究」注1）では，駅
舎と周辺街並について，物理的属性，評価，物理的属性と評価との
関係という観点から察した。
・・・・・・（略）

２．研究の目的

本研究における目的は，その第一として快適な駅前広場を調査・
評価することである。・・・・・・（略）

① 駅舎と周辺街並との関係性は，主に周辺街並の物理的属性に
よって知覚されており，駅舎自体の物理的属性によって知覚され
る事例はわずかであったこと。
② 駅舎，周辺街並の評価については“好感度”“清潔感”“象徴性”
に分類されること。
③ 駅舎と周辺街並との関連性に対する評価は，駅前広場の存在と
きわめて強い関係があり，駅前広場空間に関する，より多角的な
研究が必要であることが示された。
本研究は，前編の結果に基づき，生活空間として日常生活と密接
に関わって・・・・・・（略）
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３．研究の概要

⑴ 研究の流れ
本研究は，以下の３分析を順次行っている。
駅前広場を評価する場合に着目される物理的要素と評価との関係

の整理
⑵ 対象とする駅前広場の景観について
駅前広場は360度囲まれた空間であり，その景観は，人間の視覚範

囲を越えている。そのため，駅前広場の景観としては，駅に降り立っ

て最初に目にした場合のような単一の視点からの視覚範囲によって
とらえられる景観と，様々な体験にともなって無数の視点から目に
した場合のような360度の景観を対象とする全体的景観とが考えら
れる。そこで，本研究では，単一の視点によって知覚される景観（単 

・・・・・・（略）

・・・・・・（略）

６．まとめ

駅前広場を対象に，景観の多様性と評価のあり方について，以下
のような知見を得ることができた。
⑴ 駅前広場を評価する場合に着目される物理的要素と評価との関
係の整理

１）緑，シンボル，人車分離，ベンチ，街灯，バスは，本研究の実
験対象においては，“好ましい”という判断理由のみに用いられた
物理的要素であり，積極的に計画されるべきものである。

・・・・・・（略）
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表１　対象とした駅前広場

図１　写真撮影地点
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図 2　グラフの一例図２　グラフ

写真１　Bの一例
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